
臨

床

卒
座
開
胸
術
ノ
下
ニ
行
ハ

噴
門
成
形
術
ノ
一
例

レ

タ

ル
洞
横
隔
膜
的

dero『
。
一
回
。
回
色
g
『の

F
L
2
p
e一0
．『

rMー
と
向
。
件
。
昌
一
。
何
回
g
ω
怪
w
p
r『
宮
田
明
包
一
三
百
件
『
俗
図
ω岳山
Z
L回『

mwmm自
己
一

2
F
2

。。
ω。
1
5
m
z
g件。居。
mW0
・

合何回同・品目。唱一白

mwzrme怪
wz

〈
。
ロ
ロ
「
・
同
・
－

mg阿国
d
H
H
P・〉由回目

a
o
E
S
含
H

・
己
吉
一
r

門
〉
＝
ー
宏
司
円

。一ニコヨ
白
河
－
z一一h
p
肉
色
a－

d
E
2
2
X
E
N
Z
M同河内ユ。・（同
J
O「
】

V
F
M
H・
4

可。ユ
W
M
V
4
9
・）〕

京
都
帝
岡
大
曲
学
襲
撃
部
外
科
第
一

講
座
（
烏
潟
教
授
）

助
手

慰
問
皐
士

辻

村

秀

夫

緒

「
開
胸
術
ア
行
プ
ニ
常
ッ
ア
A

タ
ト
ヒ
夫
レ
ガ
偏
側
デ
ア

Y

－
一
モ
セ

ヨ
原
則
ト
ジ
ア
必
ズ
擾
厭
装
置
ノ
適
用
ア
必
要
ト
ス
、
胸
腔
外
科
－
一
向

ツ
ア
接
厭
装
置
A

必
須
不
可
快
ノ
モ
ノ
ナ

y
」
ト
A

明
列
エ
〆
列
M

ん
刈
到

一
一
蹴
ノ
所
論
ニ
ジ

－ア
本
邦
ノ
外
科
醤
毛
亦
タ
盲
目
的
－
一
コ

V

－
一
雷
同

uv
嬢
魅
装
置
ナ
シ
ニ
開
胸
術
ヲ
行
フ
コ
ト
A

恰
毛
反
醤
皐
道
徳
的
ノ
行
鴻
デ
デ
モ
ア
Y
カ
ノ
加
ク
過
信
セ
ラ
レ
、
或
A

寧
ロ
迷
信
的
－
一

遵
奉
セ

ラ
レ
h

p

y

一
ツ
ノ
「
信
僚
」
ナ
9
u
v
d
N
如
キ
戚
ア
リ
ノ
。

然
Y

ュ
烏
潟
数
授
A

往
年
銃
－
一
、
ザ
ク
エ
w
F

プ
戸

ッ
プ

ノ
主
張
回
一
A

何
等
ノ
根
接
ナ
キ
モ
ノ
b
y
y

コ
ト
ヲ
観
破
ジ
「
偏
側
ノ
開
胸
術
－
一
於
イ
ア

A

獲
崖
装
置
A

紹
封
－
一
無
用
ナ

y
、
軍
－
一
平
鹿
－
一
ア
可
ナ

y
」
ト
ノ
主
張
ヲ
持
シ
、
工
藤
八
郎
氏
A

先
グ
諸
種
ノ
基
礎
的
動
物
質
験
ノ
結
果
ヲ

費
表
シ
、
失
イ
デ
工
藤
八
郎
氏
、
機
田
浩
吉
氏
等

－一
ヨ
？
プ
途
失
臨
床
例
ガ
報
告
セ

ラ
レ
今
ヤ
盲
目
的
－
一
一
過
座
装
置
ヲ
謡
歌
シ
居
タ

yUJ
者
モ

漸
ク
烏
潟
数
授
f
主
張
ガ
着
々
事
貫
ト
ナ

y
－
ア
現
A

V

来
Y

コ
ト
ヲ
打
チ
消
シ
得
ず
U
F

ニ
至

y
ジ
ガ
如
ジ
。
郎
チ
未
ダ
少
数
ナ
ガ

ラ
五
口・々
ノ

言

第
五
品
官

【臨

床
'-' 

辻

村

四
四
三

（
第
筑
波

二
八
一
〉



第
五
巻

F『

蕗

辻

キナ

床
L」

四
四
四

（
第
武
掛
川

一一八．一
）

従

来

ノ

観

察

ト

経

験

ト

ニ

ア

A

胸
腔
内
－
一
一
炉
、
ヶ

Y
手

術

中

遁

脹

装

置

ヲ

適

用

ス

Y
ト

キ
A

却

ア

手

術

操

作

ヲ

妨

グ

Y
ノ

害

コ

ソ

ア

レ

何

等

ノ

利

便

モ

必

要

モ

ナ

キ

モ

ノ

エ

ジ

ア

過

腿

装

置

コ

y
A
拘

ニ

外

科

質

地

ニ

於

ヶ

Y
設

備

中

ニ

ア

無

用

ノ

長

物

タ

Y
ノ

戚

ヲ

深

カ

ラ

ジ

メ

戚

慨

特

タ

切

ナ

Y
モ
ノ
ア

Y
ヲ
費
エ
ジ
ム
。

然
－
フ
バ
平
川
世
間
胸
術
－
一
ヨ
リ
幾
何
ノ
稼
度
迄
手
術
的
操
作
ヲ
加
へ
待

Y
ャ
、
吾
々
A

最
近
コ
ノ
問
題
ノ
考
究
－
一
闘
シ
ア
一
資
料
ヲ
提
供
ス
ベ

キ

臨

床

例

7
経

験

セ

リ

、

以

下

報

告

ス

Y
所

郎

是

ナ

9
0

臨

康

手

術

例

梅
酒

O
市
O
。
男
。

二
十
五
歳
、
友
仙
染
業
（
昭
和
二
年
i
月
二
十
九
日
入
院
）

一

遺
徳
閥
係
。
特
記
ス

ペ
キ
者
ナ
シ
。
特
ニ
患
者
ト
同
検
ノ
疾
患
ヲ
病
ミ
ダ
ル

毛
ノ
ナ
シ
。

一

既
往
症
。
幼
時
ヨ
リ
健
康
孟
シ
テ
著
忠
ヲ
知
一
ア
ズ
、
体
染
性
疾
念
、
胸
部
外
傷
ヲ
受
ケ

一

シ
コ
ト
ナ
夕
、
花
柳
病
擬
晶
晶
子
拒
否
ス
。
幼
時
ヨ
リ
神
経
質
ナ
り
ト
一
苫
7
0

飲
酒
セ
ズ
。

一

強
度
／
喫
酬
明
ヲ
ナ
サ
ズ
。

現
在
症
。
（
一
）
大
正
八
年
六
月
（
満
十
六
年
九
ヶ
月
〉
頃
ヨ
リ
何
等
認
ム
ベ
キ
組
問
図
ナ

タ
シ
テ
食
事
＝
際
シ
食
餌
ガ
食
遁
－
一
停
留
ス
ル
感
ア
リ
、
ヨ
ノ
際
水
ヲ
飲
メ
パ
直
宇
品
容

易
＝
通
過
ス
ル
ヲ
常
ト
セ
り
。ヵ

、
ル
朕
態
－
一
テ
一
進
一
退
シ
ッ
、
約
三
年
7
経
過
セ
ョ
。

然
ル
品
大
正
十
一
年
秋
（
尚
二
十
歳
）
ヨ
日
念
－
一
増
惑
シ
瞳
吐
ヲ
件
フ
綴
－
一
ナ
H
、
水
或

ハ
ソ
ノ
他
ノ
液
但
ヲ
共
＝
淑
ル
モ
遜
過
セ
ザ
ル
ヨ
ト
ア
ル
－
一
豆
ル
。
夏
－
一
漸
次
暗
唱
慈
ヲ
績

ケ
本
年
（
昭
和
二
年
）
始
以
ヨ
リ
著
シ
タ
ツ
ノ
度
ヲ
暗
唱
シ
、
全
身
倦
怠
、
蔵
波
ヲ
来
シ
、

同
三
月
ヨ
リ
全
ク
就
床
ス
ル
一
二
主
レ
リ
。
現
在
（
五
月
）
－
－
テ
ハ
食
餌
ノ
停
留
、
畷
吐
ハ

毎
食
事
ユ
起
ル
モ
食
餌
ノ
硬
度
一
一
ハ
無
胸
係
ナ
ル
モ
ノ
ノ
知
ク
、
最
初
ノ
一

一椀ハ
時
ニ
通

過
ス
ル
コ
ト
ア
リ
、
然
レ
ド
モ
夏
一
一
食
物
ヲ
取
レ
パ
直
チ
一
ニ
唱
吐
ス
、
吐
物
ハ
食
餌
＝
シ

テ
帯
賞
級
色
ノ
モ
ノ
ヲ
混
ズ
ル
コ
ト
無
夕
、
叉
川
柳
勢
津
様
ナ
ラ
ズ
、
血
液
ノ
混
入
セ
ル
コ

ト
ナ
シ
。
暇
吐
ハ
食
後
直
チ
昌
起
ル
モ
、
亦
食
事
ト
無
胸
係
＝
深
夜
起
ル
コ
ト
ア
リ
、
食

餌
ヲ
取
レ
バ
前
胸
部
－
一
一
鈍
重
感
、
絞
鈍
感
7
富
市

λ

。
以
上
ノ
知
キ
苦
悩
ハ
身
櫨
的
或
ハ
精

紳
的
勢
働
、
感
情
動
第
一
ご
44H
増
惑
ヲ
来
ス
。

俊
病
衆
車
官
シ
ク
衰
弱
ス
、
神
経
痛
腹
枠
7
訴
へ
ズ
。大
使
ハ
秘
佐
和
シ
、
排
尿
ハ
単
陶
遜
ナ
リ
。

〈
ニ
）
大
正
十
一
年
秋
（
満
二
十
歳
〉
頃
ヨ
り
右
頭
側
、
鎖
骨
上
禽
＝
無
痛
性
／
腰
痛
7

生
ジ
漸
次
上
方
へ
暗
唱
多
シ
左
頭
側
＝
モ
亦
同
一
／
病
第
ヲ
古
来
セ
日
。
而
シ
テ
其
ノ
或
ル
モ

ノ
ハ

自
演
シ
、
或
ル
モ
ノ

ρ

切
開
ヲ
受
ケ
テ
排
膿
シ
、
接
孔
ハ
自
然
－
一
治
セ

p
o
而
シ
テ

終
Z

現
征
／
知
キ
太
キ
頚
ヲ
g
r
ス
ル
ユ
至
レ
り
。
近
時
雨
廠
窓
品
モ
同
様
ノ
腹
痛
ヲ
認
ム

ル
＝
至
リ
不
規
則
ナ
ル
穂
温
上
昇
、
時
＝

ρ

惑
然
、ァ
リ
。
品
川
者
ノ
訴
フ
ル
ト
コ
ロ

＝
依
レ

ハ
コ
レ
ラ
ノ
頭
部
腹
痛
ハ
燃
下
困
難
ヲ
増
悪
セ
シ
メ

グ
リ
ト
。

入
院
時
現
症
ω

（
昭
和
二
年
去
月
三
十
日
総
査）

穏
絡
粉
々
小
、
勝
益
者
シ
タ
表
へ
強
皮
二
航
筏
見。

皮
下
脂
肪
織
、
筋
肉
／
愛
育
甚
ダ

貧
ナ
P
。
身
長
一
五
一
糠
、
胸
図
七
O
糎
、
穏
重
三
九
底
。
皮
膚
蒼
白
ナ
レ
ド

モ
著
シ
キ

乾
燥
地
綬
ナ
シ
。
脈
縛
整
調
、
一
分
時
凡
一

O
O
ヲ
算
ス
レ
ド
モ
小
且
ツ
弱
。
頭
部
品
異

常
ナ
シ
。
頭
部
ハ
雨
側
共
多
数
／
淋
巴
腺
ノ
持
指
頭
大
乃
至
鶏
卵
大

－一
腫
脹
セ
ル

モ
ノ
ヲ

以
テ
充
サ
レ
顎
下
ヨ

p
鎖
骨
下
寓
ユ
歪
凶
作
。
何
レ
モ
無
痛
性
－
一
シ
テ
或
ル

モ
ノ

ハ
皮
膚
ト

級
痕
ヲ
以
テ
癒
着
セ
ル
ヲ
認
メ
得
ル
モ
ノ
ア
リ
。
限
、
鼻
、
耳
等
ユ
病
的
所
見
ナ
シ
。
口

腔
粘
膜
品
著
刷
費
ナ
ク
口
由
党
ナ
シ
。
舌
ハ
浪
潤
シ
苔
ヲ
胸
ズ
、
制
歯
三
、
脱
落
尚
一一
、
偏
桃

腺
ハ
雨
側
挟
肥
大
セ
ル
モ
充
血
セ
ズ
。

胸
廓
左
右
封
鱗
性
、
蔵
痩
著
シ
キ
B

タ
メ
線
－
T

／
肋
骨
ヲ
親
検
シ
得
、
形
態
異
常
ナ
シ
。

叉
何
慮
－
－
モ
異
常
勝
動
ヲ
認
メ

・
守
胸
腹
型
呼
吸

－－
シ
テ
粉
々
包
辿
ス
。
二

O
O民
ノ
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臨

床
'-" 

村

（腹背照射）面正（左右照射）面但t

冷
水
7
飲
マ

シ
メ
テ
後
底
ナ
＝
打
診
λ

ル
ニ
右
胸
骨
臨
時ユ

umヒ
テ
ソ
／
外
方
凡
二
幅
制
ノ
間

信
＝
濁
ス
ル
ヲ
認
ム
。

心
域
界
、
上
ハ
第
四
肋
骨
、
右
ハ
明
ナ
ラ
JZ

左
ハ

左
乳
線
、
心
卓
司
正
純
、
雑
音
十
シ
。

肺
、
雨
肺
尖
部
ハ
前
託
頭
部
臆
嬬
ノ
タ
メ
不
明
ナ
レ
ド
モ
他
都
＝
強
度
／
異
常
ナ
シ。

雨
般
商
腺
モ
亦
恰
モ
顎
部
ノ

ソ
レ

ノ
知
ク
多
数
麗
版
シ
無
痛
性
ナ
リ
。

腹
壁
一
般
三
栄
脹
セ

ル
モ
限
属
性
異
常
祇
抗
ナ
夕
、
政
水
7
認
明
シ
得
ズ
、
他
＝
著
出
費

ナ
シ
。
肝
．
同
肝
、
雨
腎
北
ハ
手
燭
知
シ
得
ズ
。

凶
般
、
著
シ
タ
疲
疲
セ
ル
モ
感
受
並
－
一
運
動
障
害
ナ

シ
。
舵
反
封
モ
尋
常
ナ
リ
。

鵬
胞
浪
ハ
不
規
則
＝
シ

テ＝一
七
l
コ
一
九
度
／
間
ヲ
往
来
シ
時
ユ
附

O
皮
ヲ
越
ユ
ル
ヨ
ト
ア

尿
－
コ
蛍
白
、
「
イ
ン
デ
イ
カ
ン
」
ヲ
認
明
ス

。

血
精
ノ
ワ
ツ
セ
ル
マ

ン
反
際
陰
性
、
血
球
所
見
モ
略
々
尋
常
ナ
目
。

食
道
ノ
叶
汁
叶
什
叶
検
査
ヲ
行
フ
一
一
食
道
ハ
闘
－
一

示
ス
ガ
如
ク
著
シ
ク
繍
脹
シ
対
リ
嬬

動
運
動
ハ
微
弱
ナ
ガ

－7
認
メ
得
。
食
道
鋭
検
査
ノ
所
見
モ
亦
之
－
二
致
λ

。

診
断
、
「
特
後
性
食
道
援
脹
症
並
＝
淋
巴
腺
結
核
」

手
術
操
作
並
＝
所
見
〈
昭
和
二
年
六
月

一
日
）

前
庭
蜜
d

生
理
的
食
畷
水
皮
下
注
射
一
五

O
O
施
、
「
ヂ
ガ
1
レ

ン
」
皮
下
注
射
一
施
、

滋
養
法
勝
、
「
バ
ン
ト
ボ

ン
・
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
」
皮
下
注
射
一
施
（
術
前

一
時
間
）
。

（
二
、
皮
切
、

左
乳
線
上
第
五
肋
骨
ノ
高
十
こ
一
－
初

y
、
左
前
版
寵

線
上
第
九
肋
骨
ノ
黙
ア
遁

y
、
肩
脚
骨
線
上
第
九
肋
骨
ノ
貼
ニ
終
y

弧
朕
ノ
皮
切
ヲ
行
ヒ
、
皮
膚
擁
ヲ
上
方
－
一

一献
轄
ス
。
皮
切
ヲ
終
ツ
ア

後
全
身
麻
酔
ア
開
始
ス
、
麻
酔
剤
使
用
量
究
ノ
如
シ
。

「
ク
ロ
ロ
ア
ォ

U
F

ム
」
三

O
括
、
「
エ

1
－7
Y
」
一
四
O
托

（酸
素
吸

問
四
五

（
第
成
波

ニ
ペ
三
）



第
五
巻

F『

臨

床
』」

辻

村

四
凶
六

第
武
時
抗

二
八
四
〉

入
併
用
）

合
己
、
肋
骨
切
除
、

鍵
化
ヲ
認
メ
ザ
リ
ノ
キ
。

コ
ノ
創
ノ
中
央
－
一
於
イ
ア
第
七
肋
骨
約
十
四
糎
、
第
八
、
九
肋
骨
各
約
十
六
糎
ヲ
切
除
ス
、
切
除
セ
U
Y

肋
骨
－
一
特
別
ノ

（
三
）
、
肋
膜
切
開
．
第
八
肋
間
腔
二
沿
ヒ
ア
肋
膜
ヲ
切
開
ス
、
ソ
ノ
長
サ
約
十
六
糎
。
コ
ノ
際
「
シ
ュ
ッ
！
」
ト
イ
プ
昔
ヲ
接
シ
ア
杢
気
ガ
胸

腔
内
二
突
進
ス
M
Y

ヲ
聴
ケ
リ
。
而
ジ
ア
肺
A

徐
々
ニ
肺
門
部
－
一
向
ヒ
ア
牧
縮
セ

y
。
コ
ノ
際
心
勝
動
並
－
一
呼
吸
逼
迫
ヲ
来
セ

Y

モ
静
止
ス

y

ヲ
認
メ
ザ
リ
キ
。
（
卒
腹
開
胸
ヲ
ナ
ス
ユ
際
シ
肋
膜
腔
ヲ
開
キ
タ
Y
瞬
間
一
一
於
イ
ア
念
蓮
－
一
肺
A

牧
縮
ジ

一
時
呼
吸
ガ
停
止
ス
U
Y

コ
ト
モ
ア

y

得
レ
ド
モ
、
コ
A

迷
走
神
経
ノ
刺
戟
－
一
ヨ

Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
数
秒
－
一
シ
ア
徐
々
－
二
快
復
シ
普
通
ノ
呼
吸
運
動
ヲ
替
ム
ユ
至
Y

モ
ノ
ナ

y
。
過
座
装

0

0

0

0

0

0

0

 

置
ヲ
、
過
信
ス

Y
者
A

此
ノ
如
キ
一
時
的
呼
吸
停
止
ヲ
以
ア
『
ス
A

一
大
事
出
来
セ

y
』

ト
考
ヘ
ア
狼
狽
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
術
者
A

静
カ
ニ
呼

吸
ノ
侠
復
ヲ
待
ヅ
ペ
ジ
。
同
様
ノ
呼
吸
停
止
A

胸
膝
内
－
二
一
十
ヲ
入
レ
ア
肺
ナ

9
横
隔
膜
ナ
η
ノユ

鯛
レ
タ
Y
際
－
一
モ
現
A

V

得
Y

モ
ノ
ナ
リ
ノコ
此

際
モ
亦
タ
其
催
静
カ
ニ
呼
吸
ノ
侠
復
ヲ
待
ヅ
ペ
シ
、
始
メ
－
7
平
座
開
胸
術
ヲ
行
プ
者
ノ
矯

『一
特
－
一
注
意
ス

y
d
t
ノ
ナ

y
）

肋
膜
路
内
二
於
イ
ア
肋
膜
、
必
護
、
横
隔
膜
－
二
視
診
上
、
鯛
診
上
異
常
ノ
所
見
ナ
シ
。
肺
毛
亦
親
鯛
シ
得
Y
範
圏
内
ニ

4
7
A
健
常
ナ

y
。

食
関
水
綿
紗
及
ピ
鈎
ヲ
以
ア
左
肺
及
ピ
横
隔
膜
ヲ
岡
崎
迫
ジ
手
術
野
ヲ
庚
ク
展
開
ス
。

大
動
脈
二
泊
ヒ
ア
ソ
ノ
前
方
－
一
－
プ
食
道
裂
口
ヨ

9
上
方
－
一
約
六
糎
ノ
縦
隔
肋
膜
切
開
ヲ
行
ブ。

（
四
）
、
食
道
露
出
、
究
ニ
肋
膜
下
ノ
結
締
織
ヲ
分
ヶ
ア
食
道
裂
口
ノ
直
上
二
於
イ
ア
約
五
亀
六
糎
食
道
ヲ
露
出
セ

シ
メ
タ

y
、

於
イ
ア
A

特
ニ
一
狭
窄
ノ
著
シ
キ
毛
ノ
ヲ
認
メ
ズ
、
叉
憐
張
モ
サ
ホ

V
著
ジ
カ
ラ
ザ
9
キ。

食
道
ノ
前
方
－
一
於
イ
ア
迷
走
神
経
ノ
走
行
ス

Y
ア
η
ノ
、
試
－
一
之
ヲ
錨
チ
ノ
先
端
ア
以
ア
撮
ミ
ア
機
械
的
刺
戟
ヲ
加
フ
グ
’
ユ
僅
ニ
弛
鈍
ナ
ガ
－
プ

食
道
ノ
緊
縮
ス

Y

7
認
メ
タ

9
。

食
道
ヲ
コ
ノ
部
分
－
一
テ
ィ
引
斗
川
刈
氏
痔
核
紺
子
ヲ
以
ア
左
前
方
へ
引
出
ス
。

（
五
三
横
隔
膜
切
開
、
縦
隔
肋
膜
切
開
ノ
下
端
ヨ

9
引
キ
績
キ
之
ヨ

y
切
開
ヲ
左
へ
延
長
シ
約
五
根
横
隔
膜
ヲ
切
開
ス
ヮ
コ
ノ
切
開
創
ヨ
y
、

コ
ノ
部
分
ニ



肝
ノ
左
葉
／
一
部
及
胃
ノ
一
部
ヲ
見
且
ッ
鯛
レ
得
タ
リ
ノ
。
コ
ノ
際
ニ
モ
心
勝
勤
、
呼
吸
一
著
ジ
年
獲
化
ヲ
来
サ
ザ

y
キ。

（
六
）
、
噴
門
成
形
術
．
横
隔
膜
創
ヲ
y
見
得
タ
Y
胃
ノ
部
分
（
多
分
A

大
轡
起
始
都
）
－
一
互
ュ
相
距
M
Y

コ
ト
凡
二
糎
、
胃
陸
一
－
一
絹
糸
ヲ
通
ジ

之
ヲ
牽
引
シ
ア
以
－
ア
横
隔
膜
創
ヲ
遁
ジ
－
ア
噴
門
部
ヲ
胸
腔
内
へ
持
来
セ

y
。
噴
阿
部
－
一
於
イ
ア
食
道
、
胃
－
一
互
－
一
相
連
鎖
セ
M
F

各
約
二
糎
宛
ノ

縦
切
開
ヲ
加
へ
ア
、
コ
ノ
切
開
創
ノ
雨
縁
ヲ
南
側
－
一
引
キ
横
－
一
相
縫
合
シ
以
ア
食
道
噴
門
移
行
部
ノ
内
膝
ヲ
菰
大
セ

y
o
夏
－
一
之
ヲ
被
ヒ
ア
胃

ノ
竣
膜
ト
食
道
壁
。
ト
ヲ
横
－
一
相
縫
合
ス

Y

当
ト
ラ
ン
ペ
1

Y
縫
合
ノ
術
式
－
一
従
ヘ
リ
ノ
。

（
七
）
、
横
隔
膜
切
開
創
閉
鎖
、
横
隔
膜
切
開
創
ヲ
縫
合
閉
鎖
ス
、
成
形
術
ヲ
施
セ
Y
部
分
A

横
隔
膜
ヨ

y
下
郎
チ
腹
腔
内
－
一
位
置
ヲ
占
メ
シ

メ
符
タ
リ
。

（
八
）
、
肋
膜
腔
閉
鎖
、
先
グ
縦
隔
肋
膜
ヲ
相
縫
合
シ
、
衣
イ
デ
胸
壁
肋
膜
ヲ
縫
合
シ
以
ア
肋
膜
腔
ヲ
閉
鎖
ジ
、
更
－
一
筋
膜
縫
合
ア
行
ヒ
遂
層

的
ニ
縫
合
閉
鎖
ス
、
五
－
一
一
於
イ
ア
胸
腔
ヲ
穿
刺
シ
吸
引
器
ヲ
以
－
プ
胸
膝
二
残
留
セ

Y
空
気
ァ
可
及
的
吸
引
除
去
ス

（
約
五

0
0蛇
）
衣
－
一
皮
膚

創
ア
縫
合
ジ
以
F7
手
術
ヲ
柊
y
。

下

術

時

間

三

時

間

四

十

分

開

胸

時

間

二

時

間

二

十

分

手
術
終
了
後
直
チ
ニ
生
理
的
食
盤
水
皮
下
注
射

一
五
O
O括
。
「
ヂ
ガ

1
レ
ン
」
皮
下
注
射
一
括
ヲ
行
フ
。

（
手
術
中
ノ
服
牌
、
呼
吸
、
等
－
一
就
キ
ア
A

附
闘
曲
線
塞
照
）

手

術

後

経

過

手
術
直
後
ユ
於
ケ
ル
状
態
、
脈
勝
瞥
正
、
一
分
時
約
一
二

O
－
－
シ
テ
大
サ
緊
脹
等
手
術

前
ト
大
差
ナ
タ
呼
吸
逼
這
／
度
モ
著
シ
カ
ラ
ズ
、
凡
三

O
ヲ
算
ス
。
抽
阻
温
三
六
・
ニ
乃
至

三
七
・
一
二
度
。
昭
一吐
腹
痛
ナ
夕
、
手
術
創
ニ
駆
皮
ノ
痔
痛
ヲ
訴
づ
ル
ノ
ミ
。
胸
部
ヲ
聴
診
ス

ル
ユ
左
肺
ハ
一
般
＝
右
肺
－
一
比
シ
呼
吸
音
微
弱
ナ
レ
ド
モ
明
品
聴
取
シ
得
。

手
術
後
第
二
日
、
慌
浪
、
脈
腸
等
前
削

az略
々
同
ジ
、
呼
吸
額
数
－
一
シ
テ
約
四

O
、
呼

吸
音
ハ
左
右
ト
モ
能
ク
聴
取
シ
得
、
時
々
前
目
立
寺
シ
。
埴
叶
一
ヲ
訴
7
0
滋
養
詮
勝
、
生

第
五
谷

r-、
臨

辻

村

床、＿.

理
的
食
盤
水
法
射
等
ヲ
行
7
0

食
思
ナ
タ
飢
餓
ノ
状
増
悪
ス
ル
ヲ
認
メ
タ
ル
ヲ
以
テ

夜
チ

＝
（
午
後
七
時
三
十
分
）
ウ
イ
ツ
ツ
エ
ル
氏
法

エ
ヨ

p
胃
療
管
設
魔
術
ヲ
行
フ
。
患
者
ハ

能
ク
コ
ノ
手
術
品
耐
へ
術
後
モ
術
前
モ
一
般
状
態
－
一
著
獲
ナ
カ
リ
キ
。

第
三
目
、
一
般
状
態
粉
々
夏
好
＝
向
フ
。
健
温
＝一六
・一一一

l
三
六
・
八
度
、
呼
吸
三

O
l

四
O
、
阿
川
勝
一

o
oー
一
二

O

食
思
ア
リ
テ
経
目
的
－
一

食
事
ヲ
直
チ
エ
地
吐
ス
。
呼
吸
音
、
友
ハ
右

二
日比
シ
品
川
微
弱
ナ

レ
ド
モ
能
ク
聴
取
シ
得
。
患
者
自
ラ
鰻
快
ヲ
感
ゼ
リ
ト
云
フ
。

四
四
七

（
第
式
競

二
八
一
九
〉



第
五
傘

F『

鴎

床
‘d 

5土

村

四
四
八

〈第
式
就

二
八
穴
〉

第
四
日
以
後
、
第
凶
日
目
ヨ
リ
一
庵
好
調
ニ
シ
テ
大
穂
脈
勝
一
0
0
、
呼
吸
二
五
、
純

混
コ
一
七
度
ノ
知
キ
状
態
一
一
テ
経
過
セ
リ
。

経
口
的
議
食
ハ
品
川
不
可
能
ナ
リ。

第
八
日
目
皮
膚
縫
合
系
ヲ
緩
去
λ

。
手
術
創
ハ
第
一
期
総
合ヲ
答
ム
。
ヨ
ノ
際
左
胸
ユ

終
痛
ヲ
訴
へ
且
ツ
呼
吸
音
モ
甚
ダ
微
弱
＝
シ
テ
背
部
ハ
濁
セ
リ
、
依
テ
穿
刺
ヲ
試
ミシ

－一

帯
貨
稀
滞
／
築
様
液
四
O
O
姥
ヲ
得
9

リ
、
ヨ
ノ
穿
刺
液
／
然
、
天
培
養
検
査
ハ
陰
性
ナ
P

キ。

ソ
ノ
後
時
々
呼
吸
困
難
7
訴
フ
ル
コ
ト
ア
目
、

レ
ηJ

。
第
十
三
日
目
午
前
＝
至
q
胸
部
手
術
創
／
一部
ヨ
P
臓
液／
流
出ス

ル
ヲ
見
E
T

ル
ヲ以

テ
直
チ
＝
之
ヲ
約
十
幅
帽
排
開
シ
胸
腔
－
コ
排
波
法
ヲ
施
セ
H
。
午
後
十

一時
頃ヨ
F
念
－二

般
状
態
不
調
ト
ナ
リ
途
z

翌
午
前
一
時
三
十
分
死
ノ
鯨
締
7

ト
レ
リ
。

一
般
状
態
再
ビ
増
謡
／
傾
向
ヲ
取
り
来

剖

検

所

見

摘

要

。。
腹
腔
。
腹
膜
－
一
著
シ
キ
炎
症
性
鐙
化
ヲ
認
メ
ズ
3

骨
稜
膝
－
一
膿
様
液
約
二
食
匙
ヲ
容
U
F

。
腸
間
膜
－
一
多
数
ノ
淋
巴
腺
肥
大
ヲ
認
メ
、
ソ
ノ
割

面
A

乾
略
様
ナ

y
。

。
胃
。
形
態
、
長
径
ヲ
増
hv
隔
甚
ダ
狭
シ
。
恰
主
腸
管
ノ
如
キ
朕
ヲ
呈
ス

。
胃
壁
ハ
甚
ダ
肥
厚
ス
、
胃
痩
管
設
置
術
A

ヨ
ク
行
川
レ

居
タ

9
0

0

0

、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．． 
、
、
、

胸
陸
。
左
胸
腔
ζ

於
イ
ア
左
肺
A

全
ク
収
縮
ス
、
韓
壁
肋
膜
色
黄
味
ヲ
帯
ピ
膿
様
物
ヲ
以
－
プ
覆
A

U

F

、
内
容
A

灰
白
色
膿
液
約

一
五

O
括
。

右
胸
睦
内
面
一
般
ニ
色
淡
、
異
常
ノ
癒
着
ナ
ジ
。

ゾ

0

0

0

0

0

 

頭
部
c

雨
服
寓
ζ

多
数
ノ
淋
巴
腺
結
核
ヲ
認
ム
c

o
o
 

食
道
。
食
道
A

一
般
ニ
著
シ
ク
蹟
脹
セ
ラ
レ
、
殊
－
一
中
央
部
－
一
一
於
イ
ア
強
度
ナ

y
。
（
闘
示
ノ
如
シ
）
内
面
中
部
－
一
於
イ
ア
粘
膜
潰
濠
ア

y
、

直
径

0
・
七
糎
。
叉
小
指
頭
大
ノ
臨
床
欄
数
個
ヲ
認
ム
。

食
道
噴
門
移
行
部
ニ
於
イ
ア
成
形
術
ヲ
行
へ
w
F

部
分
A

横
桶
膜
直
下
－
一
ア
リ
ノ
、
縫
合
セ

Y
部
分
A

縫
着
完
全
ニ
ジ
ア
破
綻
ノ
箇
所
ヲ
認
メ
ザ

叫
ノ
シ
モ
ツ
ノ
癒
着
二
草
間
ナ
ラ
ズ
、
容
易
－
一
指
ヲ
以
テ
離
開
セ
シ
メ
得
タ
リ
。
内
陸
A

コ
ノ
部
分
－
一
一
於
ア
A

揖
指
ヲ
遁
ジ
得
U
Y

毛
、
コ
レ
ヨ
リ

向
上
方
約
二
糎
ノ
間
－
二
日
一？
狭
窄
ア
リ
ア
示
指
ヲ
遁
ズ
U
F

コ
ト
困
難
－
一
シ
ア
夏
－
一
コ
ノ
上
部
A

著
ジ
ク
慌
大
セ
リ
、
食
道
ノ
ヨ
ノ
狭
小
部
－一
相

営
ジ
ア
ソ
ノ
後
外
面
ニ
栂
指
頭
大
ノ
淋
巴
腺
肥
大
ヲ
認
メ
タ

y
、
y
ノ
割
面
乾
隣
様
ア
呈
セ

y
。



食
品
8

前
a
z
L申
よ
’
f

朗
九
？
変
大

提
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（
二
上
記
臨
床
手
術
例
三
削
－
年
来
我
数
室
ヨ

y
費
表
セ
ラ
レ
タ
Y
基
礎
的
質
験
及
ピ
臨
床
例
（
文
献
塞
照
）
ト
相
待
ツ
ア
「
偏
側
苧
魅
開
胸

術
A

可
能
－
一
シ
ア
且
ッ
危
険
ナ
シ
」
。
ト
ノ
烏
潟
数
授
ノ
主
張
ノ
異
ナ
Y

コ
ト
ヲ
更
－
一
詩
明
ジ
得
タ
Y

モ
ノ
ト
信
ズ
。
余
ノ
報
告
例
－
一
一
炉
、
ヶ

y

ガ
如
ク
衰
弱
著
シ
キ
患
者
－
一
ア

y
－
プ
毛
平
魅
開
胸
術
後
約
二
十
七
時
間
ニ
シ
ア
夏
一
一
胃
建
造
設
術
ヲ
受
ケ
能
ク
之
ニ
耐
ヘ
タ

9
、
而
uv
－
プ
卒
座

開
胸
ノ
大
サ
ハ
約
十
六
糎
×
十
糎
－
一
ジ
ア
其
ノ
時
間
A

二
時
間
二
十
分
ナ
9
キ
。
不
幸
－
一
ジ
ア
開
胸
手
術
部
化
膿
ヲ
来
シ
二
週
日
ノ
後
ニ
鬼

籍
ニ
入
リ
タ

y
ト
A

雄
モ
平
腿
開
胸
術
－
一
ヨ

9
胸
腔
内
或
A

胸
腔
ヨ
リ
到
達
ジ
得
ペ
キ
諸
臓
器
（
例
ヘ
バ
胃
ノ
噴
門
部
）
－
一
手
術
的
操
作
ヲ
加

第
五
容

臨

康

要辻

村

四
四
九

〈
借
用
戒
就

二
八
七
〉
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h
ミ
n
ι
•
I

1\1
「
時
圏
ホ
ミ
取
者

•I
4同盤ト＂°＇

J
ι
ヘ
附
樋
く
州
、
ト
キ
陸
相
ホ
ミ
n
ム
臥
黒
＂
°
＂
＊
マ
ゐ
。
器
製
量
当
誠
掘
れ
庄
が
れ
撞
h
繕
E
基
剤
治

o
o
 0
 
0
 
0
0
 0
 
0
 
0
0
 0
 
0
 o
o
 0
 
0
 
o
o
 0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 o
o
 0
 
0
 o
o
 0
 
0
 
o
o
 0
 
0
 
0。。

0
0
0
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0
0
0
 

穴
~
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 に~
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W
五
時
ミ
起
ヘ
昨
寒
藤
社
本
爪
ス
雲
臥
醤
壌
が
ふ
穴
、
ミ
吋
IJ

1域
•I
＇
、
込
れ
劉
部
~
！
＠
＇
.
醤
；

l鑓
堕
並
道
h

W
週
明
ふ
れ
に
~
~

0
 
0
 
0
 o
o
 0
 
0
 o
o
 0
 
0
 
o
o
 0
 
0
 o
o
 0
 
0
 o
o
 0
 
0
 

ミ
帯
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望
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•I
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U艶
ta
糧
ホ
ミ
γ
ふ。

~
担

lF く
＊
較
ヘ
~
君
主
蹄
有
夫
、
令
、

H
ミ
k
ミ
ト
ー
た

ιヘ
j程忠良

11 謡
舗
が

If\
込＇＂＇

tぎ
爪
リ
付

11 ：細
E
ペ
ミ
n
ι
木
、
~
割

IFヘ
挺
制

m
"°' I時

ト
斗
~

~1時
相
品
関
程
（
令
〈
謡
唱

~I盟
D
占
リ

rn
'=" 
'"-l守

室
哲
堅
雲
事
ヘ
や
割
宕
ホ
ミ

h
ム
h
伽
号
~
~
~
~
~
爪
入
，
ι

現.！； ·~。

(1 
J)
桜
堤
越
h
憶
が
み
ミ
相
矧
制
ヘ
草
壁
4_n
結
く
皆
巻
構
図
撮
ホ
ミ
W
ヘ
1J
~
·
~
器
製
革
話
題
単
II'\~κ

ミ
盤
鵠
制
E
ヘ
緩
や
ヘ
~
｛

!l 」－
ti[ 1
 f室代
Y

4ミ
供
与
ミ
く
l!fffi-t、宮、

0
~妻
E
ホ
ミ
~
悲

11 i長
官
ヘ
＇
＂
＇
相
柑
ヘ
穏
や
話
ヘ
述
要
ゃ
れ
樫
組
本

If¥
~
 
-i 
(
 Rr
吹
く
寸
部
ヘ
~
駅
時
担
率
ヘ

1
~
ホ
ミ

Y

~
。

女
献

1) 
ヱ

ii1＼郎
，
人
種
＝
於
ケ
ル
偏
側
平
座
開
胸
術
ノ
貧
験
的
基
礎
（
第
一
報
）
司
主
題
関
胸
術
＝
於
ケ
ル
胸
腔
内
~
，
.
，
鵠
係
＝
就
テ
，
日
本
外
科
資
画
第
二
容
，
第
五
盟
主
，
七
O
ー
頁

2
)
 
ヱ
ii
八
.
，
人
骨
量
ユ
於
ケ
Jレ
偏
側
苧
＠
開
胸
術
ノ
：
賞
験
的
基
礎
（
第
こ
報
）
-'f'
盟
関
胸
術
ュ
於
ケ
ル
呼
吸
性
叉
斯
交
換
＝
就
テ
，
日
木
外
科
貸
画
第
二
容
，
第
五
世
t
，
七
三
九
頁

:J) 
エ
麗
八
島
E，
肺
臓
手
術
ノ
賓
験
的
基
礎
（
第
二
回
報
告
）
（
大
正
十

j!Lj年
I！~月
二
日
所
演
〉
日
本
外
科
謬
曾
雑
誌
、
大
正
十
｜
川
年
三
月
十
五
日
（
臨
時
盟主）
I凡
j－＂＿頁

4
)
 
鳥
海
底
三
，
目
下
旬
且
三
，
後
ii
七
郎
，
佐
蕗
漕
ー
郎
，
大
野
良
国
庫
，
茂
木
店
主
之
助
，
限
鎮
雄
，
欄
口
蕃
樹
，
中
村
愛
助
，
鈴
木
寛
之
助
，
柳
批
ー
，
角
困
慢
，
尾
見
董
ー
，
三
宅

主E
，
周
上
＝
望
f
;r. yレ
追
加
討
論
（
大
正
十
匹
l年
l凡1月
二
日
所
古
賀
）
日
本
外
科
事
曾
雑
誌
、第
二
十
六
回
第
三
波
，
二
六
六
一
二
ヒ
O
頁

5) 
ヱ
露
八
郎
，
偏
側
気
胸
ト
肺
循
環
ト
ノ
関
係
＝
就
テ
（
大
正
十
｜
何
年
六
月
七
日
所
演
）
日
本
外
科
賓
凪
第
二
~
.
m
i凡l盟
主
，
六
九
jllj
頁

li) 
横
田
浩
吉
，
由
茅
二
五
四
，
-'f'E
開
胸
術
＝
就
テ
〈
大
正
十
四
年
六
月
じ
日
所
演
）
日
本
外
科
1苦
闘
第
二
巻
，
第
内
務
，
六
九
｜
凡
l頁

7) 
鳥
潟
隆
三
，
L
同
上
可
ュ
追
加
，
（
大
正
十
四
年
六
月
七
日
所
演
〉
日
本
外
科
賓
画
第
二
理
署
，
第
gLH虎
，
六
九
五
頁

8
)
 
胸
口
蕃
樹
，
鳥
潟
隆
三
，
由
茅
二
五
四
，
L胸
膜
癌
手
術
治
験
例
並
＝
其
病
理
組
織
的
所
見
，
関
口
務
樹
寸
＝
封
ス
ル
.H
論
｛
大
正
十
、:11：年
l!Lj
月
二
日
所
演
）
日
本
外
科
撃
曾
雑
誌
、

第
二
十
七
回
，
第
二
披
，
ー
ニ
四
三
一
一
一
二
四
四
頁

9) 
E鯵
木
直
攻
，
無
装
置
＝
テ
開
放
セ
Jレ
右
側
l胸
腔
例
（
大
正
十
五
年
六
月
十
三
日
所
演
）
日
本
外
科
＼
！
｛
幽
第
三
舎
，
第
四
競
・
九
一
八
頁

10) 
横
田
i告
書
，
-'f'll?
開
胸
ノ
下
＝
行
ヒ
タ
ル
胸
』
室
内
属
物
ノ
島
l]lfl
（
大
正
十
五
年
六
月
十
三
日
所
演
〉
日
本
外
科
賞
曲
第
三
容
，
第
川
被
，
九
一
八
頁

1
1
)
 
島
渇
隆
三
，
閉
口
蕃
樹
，
由
茅
ニ
五
回
，
L雨
側
関
胸
部
品
周
票
用
セ
ラ
ル
ベ
キ
補
助
呼
吸
襲
遺
品
開
ス
ル
賞
験
的
研
究
，
由
茅
二
五
四
1
ュ
望
t
::r.1レ
追
加
討
論
（
昭
和
二
年
凶
月
二

日
所
演
）
日
：
本
外
科
事
曾
雑
誌
第
二
十
ぺ
回
第
三
電電，
二
九
一
一
一
二
九
三
頁

12) 
巽
嘗
，
回
漏
予
，
卒
座
開
胸
術
後
ノ
患
者
供
覧
（
昭
和
二
年
十
一
月
六
日
所
演
〉
日
本
外
科
賓
画
第
五
巻
，
第
一
盟
主
，
ー
11：
二
頁

13) 
大
君
臨
建
，
爾
側
苧
麿
開
胸
例
（
昭
和
二
年
十
一
月
六
日
所
演
〉
日
本
外
科
賛
同
第
五
巻
，
第
一
盟
主
，
一
五
三
頁

14) 
梅
田
浩
吉
，
卒
展
開
胸
十
五
例
＝
就
テ
（
昭
和
二
年
十
一
月
六
日
所
演
〉
日
本
外
科
資
画
第
五
容
，
第
一
波
，
一
五
三
頁
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Hautnaht. 

Aspiration der 
L
u
仇
a
田
d
町
1.
Pleurabahle 

F.asciennaht 
(
C
a
・
5
0
0
c.c.) 

Verband. 

Seicht 

一
A
－a斗

l
対剖

ド
斗
ふ
十
－
~

V
o
r
d
e
r
 Pleuranaht 

(Pl. 
costalis) 

日
intere
Pleuran h

t
 (Pl. 
m
e
d
i細
“
回
目
s)

Z
w
e
r
℃：
hfellnaht 

Entfernung des 
S
c
h
u
t
z
t
a
m
p
o
n
s
 

「Fi
耳
ierung
des 
Zwerchfells.

姐
d
叩
O
倍。＇
P
h
符
us

durch 
N
茸
bte.

IV elagerung 伽
operiert~-Stcll瓦

瓦
石
函
孟
；

hOhle. 
ドチ

広
耳
石
oesophagorrhaphie

{_C~r<l~op~astikj 

R
u
h
i
g
 

「一以内円ナ円一一

ミ一
dす官一言互雪国吉町

Einschnitt 
in 
d
e
n
 M
a
g
四
u.
in 
d
担

。
国
o
p
h
常
国

~f 
;
 ~ 

お」」－－－
ι

~
~
出
型
E竺
当
空

型
盟
主
主
ι
d
e
回
C
a
吋
ia
凶
l
in 
die 

BrusthOhle 
hera
田
gehOhlt.

占
笠
l竺竺！
ι

51品
Eindringen 

in 
die 
B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
 durch 

Zwerchfelleroffnu
唱
h

V
 agusreizung 

(
V
町
四
ch)

Schnitt der 
Pl.
皿
edias
tinalis 
vor d
e
m
 

O
録。
phagus.

ー
斗
旦
空
空
間
n
g
der Pl. 
c
制
：
alis

｛＿~chischeJl d
釘
Luft2

R
~
p
e
n
r
e
s
e
k
t
i
o
n
 
(IX) 
Ca. 
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c.m. 
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立
！
！
！
L
~
と
~
－
~
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c.m. 
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十
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y
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o
e
 

与式

可

uhd問清志一剥斗U

‘。円ト同。恒国‘‘。門

Hautschnitt 
auf der 
I. 
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言
斗
＋
unter 
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樋
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B
e
m
e
r
k
u
n
g
e
n
 

ー
一
一
一
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Beschaffenheit
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A
t
m
u
n
g
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Ml
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U
e
b
e
r
 e
i
n
e
n
 d
u
r
c
h
 d
i
e
 f
r
e
i
e
 T
h
o
r
a
k
t
o
m
i
e
 a
u
s
g
e
f
u
e
l
h
r
t
e
n
 
F
a
l
l
 
v
o
n
 t
r
a
n
s
d
i
a
p
h
r
a
g
-

m
a
t
i
s
c
h
e
r
 
C
a
r
d
i
o
p
l
a
s
t
i
k
 g
e
g
e
n
 O
e
s
o
p
h
a
g
u
s
s
t
e
n
o
s
e
.
 

V
o
n
 

Dr. 
H
.
 T
S
U
J
I
M
U
R
A
,
 Assistent 

d
e
r
 Klinik. 

〔Aus
der 
I. 
chirurg. 
Klinik. 
d. 
K:i.
此
U
川
町
rs
it:¥t
zu 
Kyuto (Prυ

仁
Dr.
R
.
 Torikata.
）〕

Z
u
s
a
m
m
e
n
f
a
s
s
u
n
g
.
 

Pat. 
E.
λ
2
5
 jaehriger 

Arbeiter 
in 
einer 
Farberei, 

a
u
f
g
e
n
o
m
m
e
n
 a
m
 2
9
・5
・
1927,
klagte 
i.iber 
h
o
c
h
g
r
a
d
i
g
e
 
P
a
ssages-

tδrun
g
 i
m
 O
e
s
o
p
h
a
g
u
s
,
 
h
a
u
日ges
E
r
b
r
e
c
h
e
n
 
u
sw
.
 

S
t
a
t
u
s
 p
r
a
c.1'i 川
（
a
m
3
0
・5
・
1927).

E
i
n
 a
b
g
e
m
a
g
e
r
t
e
r
 M
a
n
n
 v
o
n
 s
c
h
w
a
c
h
e
m
 K
n
o
d
町
1bau,
Kfirpergewicht 

3
9
 kg. 
P
山
regelmassig,

aber 
s
c
h
w
a
c
h
 (sie
h
e
 

die 
Kurven). 

O
e
s
o
p
h
a
g
u
s
,
 o
e
s
o
p
h
a
g
o
s
k
o
p
i
s
c
h
 u
n
d
 r
a
d
i
o
l
o
g
~
c
h
 
unte1
s
n
c
h
t, 
betrachtlich 

weit 
dilatiert 

bis 
auf die 
Stelle 
des 
H
i
a
t
u
s
 

oesoph. 
diaphra
g
m
a
t
i
c
u
s
 
(siehe 
die 
A
b
b
il
d
u
n
g
e
n
 !
 
).
 

D
i
c
k
e
r
 
H
a
l
s
 
u
n
d
 
gefiillte 
A
c
h
s
e
l
h
o
h
l
e
n
 
infolge 
beiderseitiger 

h
o
c
h
g
rad
iger 
alter 
tuberkuli.iser 

L
y
m
p
h
a
d
e
n
i
t
i
s
.
 
A
n
 

L
u
n
g
e
n
 a
n
d
 a
m
 H
e
r
z
 keine 
pathologischen 

V
e
r
a
n
d
e
r
u
n
g
e
n
 konstatierbar. 

B
a
u
c
h
e
i
n
g
e
w
e
i
d
e
 in 
O
r
d
n
u
n
g
.
 

D
i
e
 K
o
r
p
e
r
t
e
m
p
e
r
a
t
u
r
 s
c
h
w
a
n
k
t
 zwi
sc
h
c
n
 
3
7
-
3
9
°
C
,
 steigt 
haufig bis uber 4

0
°
C
.
 
Uri!1 enthalt A

l
b
u
m
i
n
 u
n
d
 Indican 

W
a
R
 d
e
s
 
Blutsen 

λ
＇／i11. 

刀
ia.~「11《Uム、正．

：
／
イん
kうoat.ん
iscん
t"
O
cs
ピipん
どrg・
usst，ソ
！O
S

θ'/Ji'
！，σω

／
／
（
畠m
r.
 Juni 
1927). 

F
reie
 1
11ρr
a
k
o
t
o
m
ir
 d
e
r
 
I. 
Brusthohle 

n
a
c
h
 R. 
Torikata, 

d. 
h. 
T
h
o
r
a
）ζtomie 
o
h
n
e
 V
e
r
w
e
n
d
u
n
g
 eines 
Druckdifferen-

総
同
4哲
【
盤
低
】
ti 
t: 

E!If!:l 
I
 
（
終
係
官
民

IJ
＜
~
）
 



~
同
~
【
鐙
低
】
対
t:

回
同
11
（
終
幡
宮
長

1
1
~
0
)
 

zapparates 
w
i
e
 z. 
B. 
eines 
U
e
b
e
r
d
r
u
c
k
a
p
p
a
r
a
t
e
s
 n
a
c
h
 der A
n
g
a
b
e
 v
o
n
 S
a
u
e
r
b
r
u
c
h
.
 
D
a
b
e
i
 
w
u
r
d
e
n
,
 u
m
 d
e
m
 
O
p
e
r
a
t
e
u
r
 

ein 
genligend 

weites 
Operationsfeld 

zu 
verschaffen, 

die 
I. 
R
i
p
p
e
n
 
VII, 
VIII 
u
n
d
 I
X
 in 
der 
L
a
n
g
e
 v
o
n
 
1
4
-
1
6
 c
m
 

reseziert
.
 J¥1itteb 
eines 
breiten 
H
a
k
e
n
s
 
w
u
r
d
e
n
 
einerseits 

die 
I. 
L
u
n
g
e
,
 andrerseits 

die 
I. 
K
u
p
p
e
 
d
e
s
 
D
i
a
p
h
r
a
g
r
n
a
 

stark 
abgedriickt, 

urn 
ihre 
B
e
w
e
g
u
n
g
e
n
 bei 
der 
A
t
r
n
u
n
g
 aufs 
Minimalste 

zu 
reduzieren 

uncl 
so
mit 
des 
weiteren 

opera-

tiven 
V
o
r
g
e
h
e
n
 keine 
S
t
る
r
u
n
g
m
e
h
r
 zu 
bereiten. 

A
u
f
s
c
h
n
e
i
d
u
n
g
 
der 
Pleura 
mediastinalis 

vor 
d
e
m
 unteren 

Abschnitte 
des 
O
e
s
o
p
h
a
g
u
s
 bis 
z
u
m
 D
i
a
p
h
r
a
g
m
a
.
 
l
 !er-

ausziehen 
des 
O
e
s
o
p
h
a
g
u
s
 
mittels 
einer 
Netatonschen 

Fasszange. 
V
e
r
l
a
n
g
e
r
u
n
g
 
des 
pleurale
n
 Schnittes 

auf 
d
a
s
 

D
i
a
p
h
r
a
g
m
a
,
 
w
o
d
u
r
c
h
 
die 
B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
 
geoffnet 

w
i
r
d
 
u
n
d
 ein 
Tei! 
d
e
r
 L
e
b
e
r
 u
n
d
 des 
M
a
g
e
n
s
 (
C
ardia) 
sichtbar 

wird. 

五
＇r
o
t
f
m
m
g
-
d，，、f
L
u
m，’f
 

Cσ
4
 C1Jl. 
σ
r
n
んψ
ル
rs
加
Cん
t'
八〈戸
jんん’．
ふrou1u
-;, •il' 
ム
，i
I
う11/01ψfσ
sti.忌．
V
e
r
l
a
g
e
r
u
n
g
 
der 
operierten 

Stelle 
in 
die 
B
a
u
c
h
h
o
h
l
h
,
 

i
n
d
e
m
 dan'iber 

das 
D
i
a
p
h
r
a
g
m
a
 
a
n
 
O
e
s
o
p
h
a
g
u
s
 
a
n
g
e
n
孟
ht
u
n
d
 
geschlossen 

wird. 
.Nahte 
der 
Pleura 
mediastinalis. 

Schliessen 
der 
W
u
n
d
e
 <lurch 
E
t
a
g
e
n
n
a
h
t
e
 der 
Pleure costalis, 

M
u
s
k
e
l
n
 u
n
d
 der 
oberflachlichen 

Fascia
.
 A
s
p
z・ratio11
d
er 

L
u
f
t
 a
 us
 d
1γ
／. 
(opl'ri,
・rtcn) 
Brustho/c，

τ
f
J
Oん’
i
die 
li11 f-c 
Lu.11.i;c 
mit 

d
tγ

1~弘
·u
rσ

costa
／，β
i11 
B
trii/11
’II II，ど
あ
＞m
m
t
1111d 
i11 
die 

11
ρn
n
a
k
 
At1111
川
‘g・
xcs1
’t-:t
 <i'ird. 
H
a
u
t
n
孟
hte-
V
 erband.

刀
fr
/.;an-::c 
O
peration 
dau1
’r
h
 )
 St
u
n
d
c
n
 
u
n
d
ヂ
o
M
in
u
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